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論 文 内 容 の 要 旨
本論は卜ニ •モリスンが、『青い眼がほしい』、『スーラ』、『ソロモンの歌』、『タール• ベィビー』、 
および『パラダィス』においてギリシア悲劇を中心とする古典を利用していることを明らかにしなが 
ら、古典との関係で作品を考察している。Edmund Napieralskiは、『青い眼がほしい』と 『エディ 
ブス王』との間にある近親相姦、土地の不毛、人物などの類似を挙げているが、彼の論文は1500語 
程度の小論文であるばかりか、『エディブス王』からの引用がなく詳細な分析にも欠けるため、作品 
を古典との関係で検証しているとは言い難い。『青い眼がほしい』以外の上記4 作品において、本論 
が検討している古典が存在することについては従来、指摘されていない。
本論第1章では、『青い眼がほしい』の構成、語り、主要人物などは、主にソフォクレス『エディ 
ブス王』に基づくことを論じている。
第 2 章では『スーラ』を陶淵明、プラトン、そしてオウィディウスとの関係で考察する。モリス 
ンは、陶淵明『桃花源記』に見られる母胎回帰願望を彼女独自の解釈により、輪廻と関係する母胎回 
帰願望に変えている。スーラの段階的成長はプラトンの『饗宴』、『パィドロス』、『ソクラテスの弁明』、 
『クリトン』、『パィドン』を視野に入れることで明らかになる。スーラの魂が木に宿っていると暗示 
される結末は、オウィディウス『変身物語』のダフネが月桂樹に変身する挿話の応用である。
第 3 章で扱う『ソロモンの歌』にはソフォクレスとアイスキュロスが隠されている。ミルクマン 
の成長は「利己心」と 「思いやり」に関係するが、「思いやり」はアィスキュロスの『慈 (めぐ)みの女 
神たち』（五^ /neiiyofes)の原題である「親切な」と関係している。モリスンはソフォクレスの技法を利 
用して作品に謎を仕掛け、この仕掛けはミルクマンの成長を理解する鍵となっている。結末で彼が跳 
躍する描写は、ソフォクレス『エディブス王』が利用されている。
第 4 章は、『タール • ベィビー』をソフォクレス『アンティゴネ』との関係で論じる。作品の献辞 
が示す「養育の力」はアンティゴネの親族に対する情愛とも関係し、『アンティゴネ』にあるニ項対 
立の構図は、『タール • ベィビー』に生かされ、結末は『アンティゴネ』劇末の変容でもある。
第 5 章は、『パラダィス』にはエウリピデスの『メディア』、『ヒッポリトス』、『へレネ』、『パッカ 
ィの信女』が隠されていることを検証しながら作品を考察する。モリスンはエウリピデスの作品を利 
用して人物や超自然現象を描き、また彼の劇技法を利用して作品をミステリアスに仕上げている。
終章では、モリスンは古典を利用することで作品にどのような効果を生んでいるのかを考察しなが 
ら、5 作品に共通する成長というテーマが、作品ごとに質的変化を遂げていることを検討している。
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
卜ニ• モリスンの作品は難解である。それは文体や語句のせいのみならず、幽霊などの超自然現象 
が大半の作品で描かれ、構成や語りにも実験的手法が採用され、多様な解釈を許容することによる。 
本論はそうしたモリスン作品を解読するために、作品の背後にはギリシア神話•悲劇を中心とする古 
典が様々な形で隠されており、パリンプセストの様相を呈している、と捉える。このように古典との 
固係で作品に間テクス卜的な分析•考察を加えることで、モリスンが何を古典から継承し、いかなる 
創造行為を行っているかを探究しようとするのである。
まず序章で、従来、ギリシア神話•悲劇との関係ではモリスン作品がほとんど論じられてこなかっ 
たことが指摘される。事実、両者を問係づけた幾つかの批評は部分的な解釈でしかなく、本論のよう
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に、古典との係わりの深い5 篇のモリスン作品を対象とし、丹念なテクスト分析を試みた研究は類 
を見ないものであり、その点だけを取り上げても独創性を高く評価できる。
第 1章は『青い眼がほしい』に隠されたソフォクレスの影響を探る。第 1節では、作品構成が、『エ 
ディプス王』および部分的には『コロノスのエディブス』の劇構成に基づいていることが、詳細な対 
応表を通して立証される。作品各章後半の全知の語りの各節冒頭に置かれた3 行見出しが、ソフォ 
クレスのコロスが3 列 15名で入場して来る点から、コロス入場歌に相当するとの説は、入場歌のテ 
一マと相俟って感興をそそる。
第 2 節では、結末部におけるクローディアの1 人称の語りと全知の語りの混合という現象が取り 
上げられる。この、先行研究では十分に分析されていない語りの構造について論者は、クローディア 
にコロスの長に似た性質を見出すことで、2 種類の語りの混在を証明する。その論展開は納得できる 
ものである。
第 3 節では、マリゴールドの芽が出ないというモリスンが読者に仕掛けた謎が解明される。『エデ 
ィプス王』に関係する近親相姦ゆえの土地の不毛と思いきや、論者によれば、モリスンは、ソフォク 
レスが用いた言葉の多義性という技法を用いて「土地」に二重の意味を持たせ、マリゴールドが育た 
なかった本当の理由は、アメリカ社会が黒人文化を育てなかったという政治的理由によるものだと訴 
えている、ということになる。この謎解きの過程はスリリングですらある。
第 4 節では、「悲劇的人物の類型」であるエディブス像が主要4 人物に投影され、彼らが黒人の典 
型となっていることが指摘される。特に、ギリシア悲劇では役者はしばしば1 人 2 役や3 人 1 役を 
演じていたことを、モリスンは古典を利用する場合の常套手段にしているという論述は、本論で古典 
の人物とモリスン作品中の人物との相関関係を検討する際の拠り所となっている。
第 2 章は、統一性に欠けるとされる『スーラ』に東西の古典からの借用• 応用を読み取ることで、 
テクストの全体像を把握しようとする。パート1では、『桃花源記』から母胎回帰願望というアイデ 
ィアが借りられており、それが永遠と変化という輪廻の思想と関係づけられていると述べられる。こ 
れは、モリスンの黒人神話が単に西洋古典にとどまらず東洋をも視野に入れたものであることを示す 
画期的な主張と言える。モリスンが『桃花源記』を読んだという直接的証拠を挙げることができれば、 
さらに説得力が増したであろう。永遠と変化をto iletとchickenをキーワードに、テクストの中に丹 
念に読み解いてゆく姿勢は、少し強引なところが無きにしも非ずだが、一つの解釈として首肯できる。
パート2 は、従来の批評に反して、スーラを人間的に成長する人物として捉え、それをプラトン 
の 5 つの対話篇との比較検討を通して裏づける。スーラの分身を求める生き方の背後に『饗宴』に 
あるアリス卜ファネスのエロス説を見出し、それによって彼女とネルとの同性愛関係を説明し、また、 
次段階としてのディオティマのエロス説によって、スーラが恋人エイジャックスの肉体に真の美を想 
像する過程を証明する件は、読み手を大いに惹きつける。 '
パート3 は、『スーラ』が構成面において『変身物語』をモデルにしており、後者の挿話を下敷き 
にした場面が描き出されていると指摘する。特に秀逸なのは、蜘蛛に喩えられたネルを、蜘蛛に変身 
させられたアラクネと連関させることで、前者の自立性と創造性を失った自己欺瞞の生き方を実証し 
ている点と、スーラが木に変身したことはダフネの挿話によって暗示されているとし、そこにネルが 
スーラへの同性愛的感情を知るというエピファニー、そしてネルの号泣というカタルシスを読み込ん 
でいる点である。これは、論者の独創的な読解力を示すものである。
『ソロモンの歌』におけるソフォクレスとアイスキュロスの影響を論じた第3 章は、第 1 節で、 
まず主人公ミルクマンの叔母パイロット像に迫る。主人公の父とパイロッ卜との間の「利己心」と「思 
いやり」という価値観の対立の背景にアイスキュロスの『慈みの女神たち』を読み取り、父権制と原 
始母権制との対立こそが、『ソロモンの歌』の基本構造を解明する鍵となるとの主張は実に興味深い。 
第 2 節と第3 節でソフォクレスの「語句の二重の意味」の観点から論じられるミルクマンの成長が、 
段階を踏んで「利己心」の放棄から「思いやり」の獲得へと至るものであるのであれば、母権制を体 
現するパイロッ卜の役割は、主人公以上にこの作品の要と言えよう。
第 2 節における、「ギターのことば」をミルクマン自身の言葉に入れ替えるという、論者が主張す 
るモリスンの仕掛けは深読みの感を禁じ得ないが、第 3 節で、ミルクマンがギターに向かって跳躍 
する姿が、『エディブス王』に見られる抽象的な跳躍と重ね合わされたとき、ミルクマンの成長とい 
う観点から、第 2 節の論者の読みは説得力を持つものになっている。
第 4 章は、従来アフリカ民話の『タール• ベイビー』との関係から論じられてきた『タール•ベ 
イビ一』には、その下敷きとして実はソフォクレスの『アンティゴネ』が用いられていると考え、両
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者の相関性を様々な角度から論証する。第 1 節では、作品の献辞に示唆された黒人女性の持つ「養 
育する力」を、クレオンに逆らってまでも兄の葬儀を行おうとする、肉親への情愛に満ちたアンティ 
ゴネの姿勢と重ね合わせる。こうした読みは、第 4 節で、エピグラフの出典である新約聖書の「フ 
ァース卜•コリンシアンズ」が、『ソロモンの歌 』の主人公の姉の名前であり、彼女がアンティゴネ 
をモデルに描かれているので、『タール•ベイビ一』には『アンティゴネ』が暗示されているとする 
論者の主張同様、回りくどさを否めないが、謎解きこそが読者と共に作り上げられるモリソン作品の 
魅力であると論者は述べる。
この章の中心を成すのは、『タール• ベイビー』と 『アンティゴネ』に共通して見られるニ項対立 
の構図を比較検討した第2 節であろう。後者に表現されている様々な対立が、前者の男女の主人公 
の対立に主として生かされているとして分析していく手法は手堅いものだが、論者は同時に、このよ 
うな画一的なニ項対立のテーマが逆に人物のステレオタイプ化を招き、作品の価値を下げてしまって 
いると評し、モリスン作品を全面的に礼賛するのではなぐ客観的な姿勢を保持することを忘れない。
これまでの結末解釈にノンを突きつけた第3 節は刺激的である。モリスンは、サンを理想の黒人 
共同体という過去の世界に行かせたのではなく、『アンティゴネ』最終場面のクレオンの台詞を借用• 
反転させることで、別れたジャディーンのもとに向かわせたとする解釈は、モリソンの黒人観そのも 
のに係わる重要性を持つ。なぜなら、モリスンは黒人共同体の伝統を認めながらも、その限界から抜 
け出そうとする意味を込めたことになるからである。
第 5 章は、『パラダイス』にエウリピデスの作品が隠されていることを検証し、作品の意義を明ら 
かにする。『パラダイス』の不利な点として中心人物を欠いていることが指摘されてきたが、論者に 
よれば、それは欠点ではなく、モリスンがエウリピデスを下敷きにしている証しとなる。なぜなら、 
エウリピデスの人物は弱く、常に悩み、苦しみ、受け身だからである。第 1 節から第3 節、および 
第 5 節では、エウリピデスの諸作品中の人物と『パラダイス』の登場人物との類似性が検討されて 
いるが、このような比較はどうしても論の語りが単調になりやすく、本論もその謗りから免れている 
とは言い難い。しかし、独自の発想から、エウリピデスの諸作品と『パラダイス』とを綿密に読み比 
ベ、読み手に両者の繋がりを納得させるだけの証拠を列挙している点は評価できる。
第 4 節と第6 節でも傾聴に値する新たな読みが展開されているのだが、本章では、何と言っても 
第 7 節が印象深い。エウリピデスの「他者と共に生きることは自己を豊かにする」という教育観は、 
エピローグにおけるクレオ一ル化こそが人種差別を解決する手段だとするモリスンの主張と重なり 
合うとの見解が示されるのである。モリスンの人種観が、ジェンダー問題を通して、一つの到達点に 
達したことを表している。
全体のまとめとなる終章において論者は、古典を下敷きにすることでモリスンは、人物像やテーマ 
を借用し、かつ謎を結末に仕掛け、作品に普遍性と重層性を持たせていると述べた上で、そうした技 
法によって、単なる古典の模倣に終わることなく、モリスンが黒人の視点からアメリカ史を再構築し 
黒人神話を生み出している、と明言する。
本論のように一貫して神話的手法を用いる姿勢には批判も生じるかもしれない。確かにモリスン文 
学には神話的枠組みだけでは解決できない、例えば、より現代的な意識の流れに似た語りや、ジャズ 
やブルースといった黒人音楽への隠喩的言及など各作品固有の問題を含んでおり、それらにどのよう 
に答えるのかという疑問が残る。しかしながら、本論が、ギリシア神話のような壮大な神話体系を受 
け継がなかった黒人のために、モリスンが古典のパリンプセストを通して彼女独自の神話世界を創り 
出してゆく過程を追った優れた研究であることは間違いない。注や参考文献からも明らかなように、 
数多くの資料に裏打ちされた、テクストの緻密な分析は、まさに読みの戦略と愉しみを表すものであ 
り、文学の醍醐味と言える。斬新な視点から捉えられた本論は必ずや、モリスン研究、ひいては現代 
アメリカ文学研究に新たな視座を提供し、今後の研究動向に一石を役ずるであろう。
以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認めら 
れる。
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